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簡易な映像法を用いた岨噛運動の研究
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A Study of Masticatory Movement by Using the Simple Motion - Picture Method

- Effect of Sex and Age on Masticatory Movement -

Yoshiko Ikawa

Masticatory movement was investigated by using the simple motion - picture method for

125 subjects consisted of four groups, 1) 38 young adult males (aged 19 - 29 years), 2) 45

young adult females (aged 19 -29 years), 3) 24 adult males (aged 40- 59 years) and 4) 18

adult females (aged 40 -59 years). Test foods consisted of hard jelly and boiled carrot

having four different size. Duration and frequency of mastication were counted by

observation of the picture which had recorded the eating subjects on video tape. The results

were as follows.

1. Mean chewing frequencies obtained by counting the number of masticatory cycle for hard

jelly was significantly large than that of carrot. The mean rate of masticatory cycle of hard

jelly also significantly slow than that of carrot.

2. Decreasing the carrot in size caused increase in masticatory frequencies and decrease in

the rate of masticatory cycle.

3. The group of young adult male showed significantly smaller frequencies and more quickly

cycle for mastication of hard jelly than the young adult female group.

4. The rate of masticatory cycle of the small size carrot showed significantly difference

among male and female.

5. Correlation between the masticatory movement and sensation of hardness was not

appeared.

1.緒　　昌

岨境とは,食物を嘆断,粉砕,臼磨して唾液と混合

し,食塊を形成して療下するまでのリズミカルな反復

運動である。このような運動は上位中枢と顎口腔系諸

器官との複雑な協調によって営まれ,口腔領域の感覚

器官に与えられる食品の情報に応じて微妙に調整され

ている1)。食物摂取に重要なこの運動は,小児期の顎骨,

関節,岨噴筋等の成長を促進するだけでなく,脳の発

達や高齢者の生活機能維持に効果を持つ可能性が指摘

されている2)0

高齢者の日常生活機能は,現代的な関心事の一つで

ある。中でも生活の基本である健全な食生活には,岨

嘱機能の維持が重要な要素であると認識されたこと,

また前述のように,小児の発達との関連や,不適切な

食習慣による岨噂不良児の発生が問題として取り上げ

られたこと3)等によって,岨嘱機能や阻噴運動と,食生

活や健康との関係に関心が高まってきた。

岨嘱運動の測定は,主に歯科学の領域で行われてい

る。近年では機器類の発達により,岨境に関与する開

口筋や閉口筋の筋電図形,或いは顎の動きを記録する

キネジオグラフ等を用いて精密に行われることが多いO

これらの測定機器は,環境を一定に保ち特定の器具を

被験者に装着する必要がある。そのため被験者の数が

制限されやすく,一般的なデータを得るには適してい

ない。食生活や健康という視点から岨噂運動を取り扱
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うには,データ数をある程度多くする必要があり,そ

のた糾こは簡易な測定法の適用が不可欠である。

岨噴運動の簡易な測定法として, ①アンケートによ

る方法, ②各自で岨噴回数や時間を計る方法, ③映像

汰, ④チューインガム法4)を挙げることができる。①は

主観的要素が強く,④はむしろ岨噴能力テストである。

②と③は実際の食品を試験できる点で有利であるが,

②はより意識的になること,測定基準を揃えにくいこ

とから, ③の映像法を試みることにした。

従って,この研究の目的は,映像法を用いた岨噛運

動の測定の有用性を検証すると共に,一般成人の岨噴

運動の特徴を探り,基礎的なデータを得ることである。

2.実験方法

1)被験者

一連の測定は, 1994年3月　-1995年1月の間に,広島

大学学生89名と教職員及び一般成人63名の合計152名に

対して実施した。この内,全ての項目のデータが揃い,

かたい食品のデータ変動率(実験方法の3)参照)が10%

以内であり,年齢区分が19-29歳並びに40-59歳のデー

タを解析の対象とした。従って,解析した被験者は表

1に示すように合計125名である。

一般に岨噴運動は,嘆合の状態によっても大きな影

響を受ける。しかし,現代日本人における不正唆合音

の割合は50%以上に上ることが知られていること5),i

方今回の実験では,一般的な成人のデータを得ようと

したことから,被験者を攻合の状態で区別せずに解析

した。

表1　解析の対象とした被験者

グループ名 年齢 (才) 人数 (人)

20ft lq-oq 38

20ft 」 19-29 45

40~ 50代男 40-59 24

40~ 50代女 40-59 18

合 計 125

2)試験用食品

実験の目的に鑑み,比較的かたい食品と,噛むのに

強い力を要しない程度の食品の2種類を基本とするこ

とにした。また後者の食品は,切り方の影響を調べる

ため,同体積で大きさを変えた試料を用意することに

した。

口に入れる食品のかたさや質の違いによって,岨噴

パターンや岨嘱回数,岨噴サイクルが異なることが知

られている。また試験用食品は被験者に受容されやす

表2　試験用食品の概要

食品名 形状とサイズ 備 考

ハー ドゼリー 17mm×17mm ×10mm 原材料 ゼラチン

人参 A
R ffi tt

直径28mm, 厚み10mm
茄で人参

V S b 人参 a の 4 等分

人参 C 人参 a の8 等分

V ?S d 人参 a の36分割

く,実験期間中安定した品質を保ちやすいことが必要

で」蝣>る.

従来より岨噴試験には,かたい食品としてピーナッ

ツ,たくあん,するめ等が使用されている。しかし,

形状が揃いにくい,受容性に問題がある,すりつぶす

動作を誘起しやすく岨噂回数や岨噴サイクルの測定に

適さない,等の理由でこれらは採用できなかった。

映像法では,顎周辺の動きを読みとる必要があるた

め,粘着性が小さく,嘆断により過度に砕けないもの

が適している。そこで,歯科医院等で噛む訓練に用い

られているハードタイプゼリー(商品名チュ-ビック

ゼリー,サンスター(樵)製)をかたい食品として採

用することにした。以下この食品をハードゼリーと表

現する。また種々の検討を経て,より柔らかい食品と

して茄でた人参を用いることにした。人参は西洋人参

「向陽」の秀2 Lを10kg単位で購入し,冷暗所に保管

した。一本の中心部から所定の円盤状に6個切り出し,

5分間沸騰水中で加熱後,一晩冷蔵庫に保存した。 6

個の内,最上部と最下部の2片のかたさを後述の方法

で測定した。残り4片の内3片を4分割, 8分割, 36

分割とし,岨噂試験用に用いたO　これらの人参は,義

2のように人参a, b, c,　と表現する。

試料のかたさは,レオロメータ(アイテクノ㈱製)

にくさび型のプランジャーを装着し,試料高さの75%

圧縮時の応力を測定して求めた。

3)岨曝運動の測定

被験者には,ビデオカメラの正面に着席し,年齢や

欠損歯の有無を用紙に書き込み,テスト上の注意事項

を守って,ハードゼリー2個,茄でた人参a～dを各

1個ずつ食べるように指示し,食べている様子を撮影

した。なお注意事項とは, 1.食品を口に入れる以外

は口元に手を持っていかない, 2. 1個分を完全に飲

み込んでから,少し間をおいて次に移行する, 3.カ

メラの方を見て食べ,途中でしゃべらない, 4.水を

飲むのは食品と食品の間にする,の4点であるO撮影

終了後,ハードゼリーと人参aのかたさをどのように

感じたかを7段階で,また人参a～dの内最も食べや

すいと感じたものはどれかを尋ねた。
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映像から食品1個の岨境に要した時間と岨噂回数を

読みとり,回数を時間で割って岨噴サイクル(回/秒)

を求めた。またハードゼリーの測定値については, 1

個目と2個目の値を平均し,平均値と元の値の差を平

均値で除して変動率を求めた上,これが10%以上のデー

タは何らかの理由で安定性に欠ける測定であると考え,

解析の対象から除いた。このようにして除外したデー

タは3例であった。

ss^^E fl^^^^^^Ks ^

1 )試験食品のかたさ

表3にハードゼリーと人参のかたさの平均値と標準

偏差を示した。いずれも標準偏差は大きかったが,ハー

ドゼリーは人参の約3倍の応力を示したので,これを

かたい食品と位置づけることは問題がないと判断した。

表3　試験食品のかたさ

食 品 名
か た さ

×10 6 d y n / cm 2

ハー ドゼ リー 2 ー81 0 .5 2

茄 で 人 参 0 .9 1 (0 .3 3 )

数値は平均値(標準偏差)を示すO

2)測定の再現性

本実験に先立ち,測定の再現性を検討するため,大

学生男女各5名ずつを被験者として,ハードゼリー2

個分の岨噴実験を2回, 1週間の間隔をあけて行った。

実験の方法は,人参の部分を省略した以外は,本実験

と同じである。

表4に各回毎の被験者10人の岨噴回数と岨噂サイク

ルの平均値と,変動率を示した。岨噴回数の変動率は,

2.3-ll.5%で,各回における個人の変動率1.2-9.8%

よりわずかに大きかったO　一方岨嘱サイクルの変動率

は岨噴回数に比し全体的に小さく,0.7-10.8%であっ

た。

表に示したように, 10人のデータの各回毎の平均には

ほとんど差が見られなかった。以上のことから,グルー

プとしての再現性は比較的高いと考えられた。

3)データの概要

個別の測定値は省略したが,図1にハードゼリーと

人参a,人参aとb,人参aとdの,岨噴回数及び岨

噴サイクルに関する散布図を示した。これらの図より,

全体として岨噴回数や岨嘱サイクルは,個人内変動が

小さく,個人間の差が大きいことが分かる。図1のA

表4　予備実験における岨噛運動のデータ

被 験 者 番 号

岨 噴 回 数 平 均 値 岨 噴 サ イ クル ( 回 / 秒 ) 平 均 値

1 回 目 2 回 目 変 動 率 ( % ) 1 回 目 2 回 目 変 動 率 ( % )

1 6 0 .5 5 4 .0 5 .7 1 .2 3 1 .3 5 1 .3

蝣J 3 3 .5 3 7 .5 5 .6 1 .0 3 1 .1 9 1 .1

3 . 6 5 .0 6 9 .5 3 .3 1 .0 7 1 .1 0 1 .3

4 6 8 .0 5 5 ▼5 10 .1 1 .2 0 1 .3 4 5 .5

5 6 2 .5 6 5 .5 2 .3 1 .4 0 1 .4 2 0 .7

6 4 7 .5 4 1 .5 6 .7 1 .14 1 .2 2 3 .4

7 3 6 .5 2 9 .0 l l .5 1 .2 4 1 .0 4 8 .8

8 6 4 .5 7 2 .5 5 .8 1 .4 1 .5 9 3 .6

q 4 9 .0 4 8 .5 5 .1 1 .3 8 1 .l l 10 .8

1 0 . 3 2 .5 3 8 .0 7 .8 1 .2 5 1 .2 3 2 .0

平 均 5 2 .0 5 1 .2 - 1 .2 4 1 .2 6 -

変動率- (1回目と2回目の平均値一小さい方の値) /平均値　× 100
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A ハイ t -リI と人参 aの岨 鳴 回 数 B 人参 aとbの 岨 喝 回 数 C 人 参 aとdの 岨 鴫 回 数
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図1 2食品間の岨噂運動に関する散布図

いずれもデータ数は125である。
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図2　各群別の岨噛回数平均値

縦棒は左から, 20代男, 20代女, 40-50代男, 40-50代
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図3　各群別の岨嘱サイクル平均値

説明は図2の説明に同じ。



表5　食品別の岨噂回数と岨噴サイクル

岨 嘱 回 数 S D 検 定a)

ハ ー ドゼ リー 5 5 .6 (2 3 .8 ハ ー ドゼ リー

人参 a 3 3 .6 17 .2 * * * 人 参 a

人参 b 3 6 .5 (17 ‥8 ) * * * 人参 b

人参 C 3 9 .2 (2 0 .1 * * * 人 参 C

人参 d 4 1 .5 (2 0 .2 * * * * *

岨 曝 サ イ クル ( S D ) 検 定a)

ハ ー ドゼ リ「 1 .2 3 0 . 18 ハ ー ドゼ リー

¥ 3ァ a 1 .4 1 0 .2 5 * * * 人 参 a

人参 b 1 .46 0 .2 7 * * * 人参 b

人参 C l .< (0 .2 6 ) * * * M

人参 d 1 .4 9 (0 .2 6 ) * * *

数値は全体の平均値(n -125)とSDを示す。

岨嘱サイクルの単位は回/秒である。

a)検定記号の説明: ***-p<0.001, **-P<0.01,

80
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図4　ハードゼリーのかたさの判別と岨噂運動の関係

Mは20代男を, Fは20代女を表す。

表6　人参の食べやすさ

最 も食 べやすい とした人参の記号 どれ も

同 じa h c d

回答数 29 44 24 22 6

割合 (% ) 23 .2 35 .2 19 .2 17.6 4 .8

とBを比較すると,後者のデータはほぼ対角線上に分

布するのに対し, Aではほとんどが対角線より下部に

位置し,しかもより分散程度が大きいことが読みとれ

る。即ちハードゼリーは茄で人参より,岨噂回数が多

*-P<0.05,　--n.S.

くなること,回数の増え方にも個人差があること,が

分かる。岨噴サイクルはハードゼリーが人参aより小

さくなり,その減り方には回数のような個人差が表れ

ていない。一方人参a, bの岨噴サイクルは,数例を

除きほとんど違いがないことが図1 Eに示されている。

表5に食品別の岨噴回数及び岨噴サイクルの平均値

と標準偏差,並びに2平均値間のt検定結果を示した。

ハードゼリーの岨噴回数やサイクルは,茄で人参とは

明らかに異なっていた。また茄で人参の切り方が細か

くなると,岨噴運動に違いが表れた。

図2に群別の岨噴回数の,図3に群別の岨噴サイク

ルのグラフを示した。これらの図中に各平均値間の有

意差検定の結果を同時に示したO　岨噴回数における20

代男子の分散は他の3群とは異なっていたので, 20代

男子を含む岨嘱回数の検定には,ウェルチの検定を用

い,他はt検定を行った。岨噂回数はどの群もハード

ゼリーで多く,人参aで少なかったO　人参a～dの間

に大きな差は見られないが,小分割されるに従い,少

しずつ増加する傾向が見られた。岨噂サイクルはハー

ドゼリーで小さく,人参a～dで少し大きくなった。

即ちどの群でも,かたい食品の方をよりゆっくりと回

数多く噛むことが示された。群間の差は標準偏差が大

きいこともあって,岨噴回数ではハードゼリーに1例,

岨噴サイクルではハードゼリーに2例,人参Cとdに

3例見られただけであった。

ハードゼリーのかたさをどのように感じたかによっ

て20代男女をグループ分けし,それぞれの岨噴回数と

岨噴サイクルの平均値を図4に示した。男女で異なっ
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た傾向が見られた。しかし標本数が少ないこともあっ

て,グループ間に統計的な有意差は見られず,かたさ

の判断と岨噴運動の間に一定の関係があるかどうか検

証できなかった。

表6に最も食べやすいと感じた人参選択の結果を示

した0　4分割した人参bを選択した人がやや多かった

が,大きな差ではなかった。

K^^Ej^^^Ki

1 )岨噂運動と食品の性状及び形状

今回の実験に用いたハードゼリーは,表2に示した

かたさの測定値,及び岨嘱運動測定後のアンケートで

「かたい」或いは「非常にかたい」と答えた人が69%

いたことから,かなり噛みごたえのある食品に分類で

きる。一方茄で人参は,44%が「どちらでもない」, 22%

が「やや柔らかい」と答え,噛むのに特に努力を要し

ない食品と捉えていた。

表5より,被験者全体のハードゼリーの岨噴回数平

均値55.6回は,人参a～dのそれぞれの平均値に対し

て有意に多く(P<0.001),岨噴サイクルの1.23も,

人参のそれぞれに対して有意に小さかった(P <0.001)。

食品のかたさが増すと,概して岨噴回数が多くなり,

岨噴筋活動量の増加することが,種々の食品を用いた

研究によって示されている6-ll)またかたい食品は, 1

回の岨境に要する時間が延長し,ゆっくりした岨噴リ

ズムになることが,前述の食品やかたさの異なるガム

を用いた研究で示されている12)今回の実験において

も同様の結果が得られ,このような簡易な測定によっ

ても,岨噴運動の概要を把握できることが分かった。

通常,食品の噛み始め及び噛み終わりに,岨噂リズ

ムの乱れが生じやすい13)ことから,筋電図やキネジオ

グラフを用いた岨嘱サイクルの測定では,この部分を

除外して岨噴サイクル時間等を求めることが多い14)

一方今回の実験では,測定上の制約があり,第1回目

の岨境から,嘱下に移行する直前の,噛み砕いた小片

を集めつつ噛むようなリズミカルではない岨境まで,

全てを含めて,平均化した岨噴サイクルを計算した。

そのためハードゼリーの岨嘱サイクル時間は,0.813秒

(岨噂サイクル蝣1. 23の逆数),円盤状の茄で人参では0. 709

秒となり,他の研究報告に比べると大きな値になった9,ll)

岨境に要した時間全体で岨噴回数を除して得た岨噂

サイクル値は,人それぞれが持つと考えられている固

有の岨噴リズムに,各個人の食物を噛むときの習慣的

動きを合わせたものと見なせる。従ってこの値は,厳

密な解析には適さないが,特定の集団や食品相互の特

徴把握には利用可能であると考えられる。

図1のBとC, EとFを比較すると,データの関係

に違いのある可能性が見て取れた。この点を検討した

ところ表5に示すように,岨噂回数ではaとdの間に

有意差(P<0.01)があり, aとC, bとdの間にも

有意差(P<0.05)が認められた。また阻嘱サイクル

では, aとC, dの間に有意差(P<0.05)が検出さ

れた。これらのことから, 8分割以上人参を細かくす

ることは,阻噴回数を増加させ,岨噴リズムを早める

効果があると言える。

食品の体積増加はかたさの場合と同様に,岨嘱回数

を増し岨噴リズムを遅くすることがハードタイプのゼ

リーで報告されている11)一方,ピーナツ,薫製たこ,

リンゴ,かまぼこ,干しブドウ,ヌガーで食品量を2

倍にすると,岨嘱回数は1.3-1.4倍増加するが,岨噴

サイクルにはほとんど変化がないとの報告がある7)。し

かし今回の実験は,全体の体積を変えずにサイズのみ

を変化させたもので,今のところ直接比較できる前例

は見当たらない。

常識的に判断すると,茄で人参は粘着性の見られな

い食品であるから,小片の多い場合には1回の嘆断で

潰すことのできる個数が減り,岨噴効率の悪くなるた

糾こ岨噴回数が増加し,他方で,小片なので開口程度

が小さくなって,噛む速度が速くなったと推察される.

このように,食品の切り方も岨噴運動に影響を与える

という一例を実証できた。

2)岨噂運動の性差と年代差

20代男女間では,ハードゼリーの岨噴回数と岨嘱サ

イクルに統計的な差が検出され,男子の方が女子より

岨噂回数が少なく,岨噴サイクルが大きいこと,即ち

噛むリズムが速く,少ない岨噴回数で飲み込むことが

示された(図2,図3)。また人参dの岨噂サイクルも,

男子の方が有意に大きかった(図3)。しかし, 40-50

代の男女間に統計的有意差は見られなかった。 -方眼

噂サイクルにおいて,ハードゼリーでは20代男子が40-

50代女子より有意に大きく,また人参Cとdでは40-50

代男子が20代女子より有意に大きいことが認められた

(図3)Oこのことから,一般に男子の方が速い岨嘱リ

ズムを持つ可能性を指摘することができる。

ヒトの岨嘱運動の研究においては,被験者数を多数

取り扱うことが困難なためか,性差や年代差を検討し

或いは解析している例は少数である。田村らは食品の

物性と∑ Burst (岨噴筋及び表情筋の最大振幅電位の

総計)の関係を男女別に示し,男子の方が∑ Burstが

大であるとしているが,有意差は検出していない15)。

田部は19-30才の男女各30名に対して喫筋活動の筋

電図学的特性と閉顎力を測定し,実験した全ての開口
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度で,最大閉顎努力時の攻筋放電積分量に性差(男>

女)を兄い出しており,この性差は唆筋の大きさの違

いと下顎骨が女子で小さい点を主な要因と考察してい

る16)また広瀬らは　21-39才の男子93名と22-24才

の女子16名を被験者として,チューインガム法による

岨噴能力等を調べ,男子の方が70回噛む時間が有意に

短く,時間当り溶出糖量が有意に多いことから,岨噛

能力は男子が優れていると報告している17)

以上のように被験者数が多い場合に性差が検出され

ており,この点は本実験にも当てはまる。先の2つの

研究結果は,いずれも男子の方が岨境に関わる筋力に

優れ,顎形態の有利さを持ち,少ない岨噴回数で効果

を上げられること,速いピッチで下顎運動を行えるこ

とを示唆しており,本実験における性差を説明する根

拠の一つになると考えるO　一方,岨嘱効率に大きな影

響を与える第-大臼歯の校合力には,明らかな男女差

が存在する18)。この点も性差が現れる要因を構成して

いるのではないかと考えられる。

40-50代には性差が検出されず,また年代差も明確に

は認められなかった。これは40-50代の被験者数が少な

かったことに加えて,年代が上昇することに依る歯科

的な不具合の増加が影響したのではないかと考えられ

る。今回の実験手順の中では,測定時に歯のトラブル

がないことを確認し,欠損歯数を尋ねたO　その結果,

20代で欠損歯ありと答えた割合は12%であったが,40-

50代では48%に上った。岨嘱運動は歯牙の状態に大き

く左右され19)その要因も加齢と共に増加しかつ複雑

化するので,年齢の高い層のデータから性差を探るこ

とは,かなり難しいと思われる。

3)岨噂運動の個人差

ハードゼリーの岨噴回数は18-129.5,人参aでは

10-104に分布し,非常に個人差の大きいことが示され

た。また岨噴サイクルは0.67-1.8, 0.77-2.06に分布

し回数に比べるとその変動率は小さいものの, 3倍に

近い幅を持っていた(図1参照)0

岨噴回数は,各個人の噴下閥と,下顎の上下動1回

の岨噴効率に規定される。換言すれば,食物をどれく

らいの大きさにして飲み込むか,その大きさにするた

めに何回の岨噴運動が必要か,に依っているO　嘆下関

にも岨噴効率にもそれぞれに個人差があり19.20)これら

の積が岨噴回数に影響するため,かなり広範な個人差

が発現すると考えられる。

岨嘱サイクルは,噛み始めや蕪下直前を除けば,ほ

ぼ一定で固有のリズムを持つと考えられている21)こ

のリズムは中枢性であり,脳幹に存在するリズム発生

器と呼び慣わされているニューロン集団からの指令に

よるものと言われているが,詳細はまだ明らかではな

い22)いずれにしても物を噛む際のリズミカルな運動

は,その人固有のリズムを主因とし,食物の性状や口

腔状態の影響を受けて成り立っている。そのため個人

内変動は小さいが,個人間変動は大きく,この点は今

回のデータにも表れていたO

堀尾らは,男女大学生29名を対象として,同体積の

トウフ,バンペン,カマボコ,タコ,タクアンを用い,

岨噴運動を測定した。その結果,試料のかたさが増す

と岨噂回数が多くなるグループと,かたい試料でも岨

噂回数が少なく,かたさによって岨噴回数がほとんど

変化しないグループがあったと報告している10)後者

のグループは,被験者の21%を占めたが,これら2グ

ループ間の唆筋活動等に有意な差は認めていない。そ

こで今回の実験においても,岨噴回数の変化の少ない

被験者について,検討することにした。

ハードゼリーに対する人参aの岨嘱回数の比率が80%

以上を示すものを取り出した。分離したデータ数は23

で,全体の18.4%に相当した。内訳は20代男10名,女

7名, 40-50代男5名,女1名であった。しかし彼ら

の岨噴回数は,比較的少ない者から,平均的な者, 100

回を越えるいわゆる精阻噴者まで含まれ,堀尾らの報

告にあるような,岨嘱回数が少なく,同時に食品のか

たさに依る回数の変化が小さい,いわゆる早食いタイ

プは4例を数えるのみであった。

今回の実験の範囲では,岨嘱回数の特に少ないもの

や多いものに,特定の傾向や特徴は見られなかった。

5.結　　語

ビデオによる映像法という簡易な測定法を用い, 20

代及び40-50代男女125名の岨噴運動等を, 5種類の食

品を試料として測定し,次のような結果を得た。

1)　かたい食品の岨境は,柔らかい食品に比べ,

岨噴回数が有意に多く,岨嘱サイクルが有意に

小さかった。

2)　茄で人参では,分割程度が増すと岨噴回数の

増加と阻噴サイクルの減少が認められ,切り方

と岨噴運動の関係の一端を実証できた。

3)　ハードゼリーの岨噴運動には性差が認められ,

男子は女子より岨噂回数が少なく,速い岨噴リ

ズムを持つと考えられた。

4)　円盤状の茄で人参の岨噴回数からは性差が検

出されず,より小さく分割した人参の岨嘱サイ

クルには男女差が見られた。

5)　かたさの感じ方と岨噴運動の間には一定の関

係が表れなかった。
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以上のように,今回用いたビデオ映像法によって,

ある集団の岨噂運動や,食品の岨境に関わる特徴の概

要を明らかにし,検証できることが示された。

この方法はごく簡易な測定法であるので,厳密な解

析には適用できない。しかしこの方法は,装置の簡単

さ,測定場所の限定条件の少なさ,被験者に対する身

体的な負担の軽さという点に特長を持つことから,フィー

ルドワークや多数の被験者を対象としたい場合に有用

であ"」>.-

一方,岨噴サイクルの測定には改善の余地があると

考えられる。今後はこの点を検討すると共に,ビデオ

映像法を適用した岨噴運動の測定について,基礎的な

データをさらに蓄積し,岨嘱運動と生活との関係を探

求する手段として役立てていきたい。

本研究の被験者としてご協力頂いた方々,並びにデー

タ収集に協力して下さった来山里美さんに,感謝いた

します。
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